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組を生かして、平成 23 年には「三州豚」を商標登録し、自社ブ

ランドの確立に成功しました。 

「養豚経営を続けていくには、地域との共存を図ることが大

切。」と話す鋤柄さん。浄化処理施設やたい肥化施設の整備はも

ちろんのこと、地域の役員も積極的に引き受けるなど、自ら実践

してみえました。 

 

 

 

一方、鋤柄さんがかねてから懸念していたのは、農業という職業に対する世間のイメージ。「ア

メリカでは、食料を生産する農業は神様の次に尊い職業とされ尊敬されている。」とのこと。「日

本の農業は立ち位置が低すぎる。もっと農業の地位を高めなければ将来はない。」との危機感か

ら行動を起こします。 

農業の未来と本気で向き合い、地元農畜産物の魅力と食の大切さを伝えていくため、豊田地域

周辺の若手農業者に呼びかけて、平成 22 年９月に「夢農人とよた」を立ち上げます。最初は賛

同者が得られず、２名だけでの船出でした。しかし、鋤柄さんは、持ち前の行動力と青年会議所

時代に培った組織運営のノウハウを駆使して、ホームページの立ち上げ、イベントの開催などに

取り組みます。今では、鋤柄さんの地道な努力が実を結び、取組に共感した若手農業者が次々と

集まり、会員は 30 名にまで増え、品目横断的な組織ができあがりました。 

鋤柄さんは、初代会長として５年間「夢農人とよた」の礎を築いた後、会長職を後進に譲りま

したが、現在も相談役として活動をサポートしています。 

 

 

 

鋤柄さんは、異業種の企業とコラボして百貨店でキャンペーンを行うなど、地域農業の活性化

に向けた取組を常に仕掛けてきました。 

さらに、「株式会社 夢農人」を新たに設立して代表取締役に就任するとともに、豊田市内の築

100 年の古民家を改装して、「夢農人とよた」の会員が生産した農畜産物や加工品を販売するマ

ルシェと、その農畜産物等を食材としたメニューを提供するカフェを併設した「蔵 cafe ころも

農園」を昨年２月に開設しました。 

「ころも農園が早く軌道に乗るよう、収益性を高める工夫をし

ていきたい。こうした、農家と消費者とが直接つながる活動を拡

大していくことが、農業の地位向上につながる。また、マスコミ

などに取り上げられて価値を高めていくことも、農業が生き残っ

ていくためには必要。」と鋤柄さん。 

「夢と誇りを持てる農業の実現を目指したい。今の子どもたち

に将来の夢を聞いても、農業という選択肢は返ってこない。『将

来の夢は農業』と答える子どもたちが増えることが、私の夢。」

と、力強く語っていただきました。 
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